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発刊によせて

21世紀の到米を目前に控え、わが国の社会経済情勢は少子・高齢化、高度情報化、

環境問題、財政問題など様々な問題を抱えています。

本県ては、こうした問題に的確に対応し、県民一人一人が真の豊かさを実感てきる

「豊かな彩の国」を実現するために、 「環境優先」「生活重視」の基本理念のもと、計画

的な県政の推進に努めています。

なかても道路網につきましては、県民生活や杜会活動を支える重要な社会基盤の一

つてありますことから、私は知事就任以来、 「県内 1時間道路網構想」の推進を最重点
課題の一つに掲げ、高速道路から生活道路に至るまての体系的な道路網の整備に取り

組んて‘‘います。 とりわけ本県は東西を結ぶ道路の整備が課題となっており、鋭意、推

進しているところて‘‘こ` ざいます。

県南と県西を結ぶ主要地方道大宮上福岡所沢線につきましては、大宮市内の国道17

号バイパスを起点とし、富士見市、川越市、上福岡市、大井町、三芳町を経て所沢市

へ至る幹線道路てありますとともに、地元の方々にとりましては、重要な生活道路て‘‘

もこ` ざ＼、ます。

これらの地域には古（いにしえ）の頃から地域間を結ぶ道があり、それが人々の生

活を支え、文化を伝え、徐々に整備されて今日に至っています。この中て‘‘人々は多く

の文化遺産を地上のみならず、地下にも埋蔵文化財の遺跡として残しています。

こうした先人達の生活を伝える貴重な遺跡は、主要地方道大宮上福岡所沢線整備予

定地周辺にも所在し、すて‘‘にいくつかの遺跡が発掘調査され、貴重な成果があがって

います。

今回報告いたします南久我原遺跡ても、新たな成果を得ることがてき、この成果を

まとめた報告書が刊行の運びとなりました。県民の教育・文化向上のためにご活用い

ただければ幸いに存じます。

平成12年7月

埼玉県知事土違森ん



序

埼玉県ては 「環境優先」「生活重視」「埼玉の新しいくにづくり 」を基本理念に、 21
世紀の豊かな彩の国を目指して、多彩なまちづくりを進めています。

首都圏の 「北の玄関」てある埼玉県ては、道路をはじめとする交通網の整備は最も

重要な施策の一つと して、さらなる発展と県民の生活を支える基盤づくりに基づき進

められています。

主要地方道大宮上福岡所沢線の整備も、県民の豊かな生活を支え、県内地域間の連

携を高めるための施策として計画されたものて‘‘す。

「小江戸」と称される川越市は、江戸時代に大きく花開きますが、それ以前の縄文時

代から室町時代まて数多くの遺跡も知られております。主要地方道大宮上福岡所沢線

整備用地内にも埋蔵文化財包蔵地が所在し、平成 7年度にも第 1次調査が実施されて
おります。

その遺跡の取り扱いについては、関係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、

やむを得ず記録保存の措置を講じることになりました。当事業団て‘‘は、埼玉県教育局

生涯学習部文化財保護課の調整により、埼玉県の委託を受け、発掘調査を実施いた し

ました。

今回の発掘調査ては、古墳時代の住居跡や流路跡などが発見され、貴重な遺物も得

られました。

本書は、これらの成果をまとめたものて‘‘す。本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の

基礎資料と して、また、埋蔵文化財の普及啓発の参考資料と して、広く活用していた

だければ幸いて‘‘す。

刊行にあたり、発掘調査から報告書刊行に至るまて‘‘諸調整にご尽力をいただきま し

た埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、埼玉県土木部道路整備課、川越土

木事務所、川越市教育委員会並びに地元関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成12年 7月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 中野健一



例

1.本書は、埼玉県川越市に所在する、南久我原遺跡

（第2次調査）の発掘調育報告書て‘‘ある。

2.遺跡の略号と代表地番および発掘調査届けに対す

る指示通知は、以下のとおりてある。

南久我原遺跡（第2次調査） （MNMKGHR-II) 

川越市大字古市場124-1番地他

平成10年9月1日付 教文第2-98号

3.発掘調査は主要地方道大宮上福岡所沢線の整備建

設に伴う事前調査てあり、埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課が調整し、埼玉県の委託を受け、

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.本事業は、第 I章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、昼間孝志、中山浩彦

が担当して平成10年 8月1日から平成10年9月

30日まて実施した。整理・報告書刊行事業につい

ては昼間が担当し、平成12年4月10日から平成12

年7月31日まて実施した。

＿ 
一一一にニヨ
5.遺跡の基準点測量は、（株）シン技術コンサルに委託

した。

6.発掘調査における写真撮影は、昼間と中山が行い、

遺物写真撮影は大屋道則が行った。

7.出土品の整理および図版の作成は、真野目洋子の

協力を得て昼間が行った。本書の執箪は I-1を

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、

記述は昼間が行った。

その他の

8.本書の編集は調査部資料整理担当の昼間が行った。

9.本書にかかる資料は、平成13年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが保管する。

10.本書の作成にあたり、下記の方々からご教示、 こ‘

協力を賜った。記して感謝の意を表します。（敬称

略）

大野政己、佐々木健策、笹森健一、高木文夫、橋

本鶴人、宮崎朝雄、上福岡市教育委員会、川越市

教育委員会



凡例

1.挿図中のx、Yによる座標表示は、国家標準直角
座標第IV系に基づく座標値を示す。また、各挿図

における方位表示は、すべて座標北を示す。

2.グリッドは、国家標準直角座標に基づいて設定し、

10m XlOm方眼てある。グリッドの名称は、方眼

の北西隅の杭番号て‘、ある。

3.遺構の表記記号は以下のとおりてある。

s J . .. . ... . •住居跡 SD・・・・・...溝跡

SK・・．．．…•土城 SX ・・・・• •• ・畝状遺構

P・・・・・・・・・ピット

4.遺構の名称は原則として、調査時のものを使用し

た。

5.挿図の縮尺は、遺構1/60、遺物1/4を基本と

するが、例外もある。例外については別記した。

6.遺構断面図における水準の数値は、すべて海抜標

高てある。

7.遺構図中に示した遺物の番号は、遺物の出土位置

および接合関係を示し、遺物実測図と一致する。

8.遺構図中のスクリーントーンは竪穴住居跡カマド

内の被熱部分を示す。

9.上師器実測図のスクリーントーンは赤彩された範

囲を示す。

10.陶磁器実測図のスクリーントーンは釉薬がかかっ

た範囲を示す。

11.遺物観察表は次のとおりてある。

・ロ径、器高、底径は、 cmを単位とする。

・（）内の数値は推定値て‘‘ある。

．胎土は附眼て‘‘観察てきるものを次のように示した。

Aー白色粒子 B一角閃石 C一石英

D一雲母 Eー長石 Fー赤色粒子

針ー白色針状物

・焼成は良好、 普通、不良の三段階に分けた。

・残存率は図示した器形に対し、 5％単位て‘示した。

12.地形図の作成にあたっては、以下の地図を使用し

た。

国土地理院 1/50000地形図「川越」「大宮」

「青梅」「東京西北部」

上福岡市全図 1/2500
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l 発掘調査の概要

1.調査に至る経過
埼玉県て｀は多様化する県民の生活圏拡大への対応や、

高度化する産業活動の円滑化などを図るため、体系的

な道路綱整備を行っているところてある。県道の整備

促進については、県内 1時間道路網構想を目指した道

路綱整備を図るとともに、県内地域間の連携を主目的

としている。主要地方道大宮上福岡所沢線の整備もそ

の一環て‘、その中て新河岸川にかかる養老橋の架け替

え工事が実施されることになった。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課ては、このよ

うな施策の推進に伴う文化財の保護について、従前よ

り関係部局との事前協議を重ね、調整を図ってきたと

ころてある。

平成10年 1月16日付け道建第383条て‘‘、土木部道路

整備課長より、建設事業地内における埋蔵文化財の所

在及び取り扱いについての照会を受けた。これに対し、

文化財保護課ては平成10年5月18日に試掘確認調森

を実施し、その結果を踏まえて平成10年6月1日付け

教文第289号「埋蔵文化財の所在及び取り扱いについ

て」て‘‘、道路整備課長あて回答した。

1 埋嘩文化財の所在

工事予定地には周知の埋蔵文化財が所在します。

名称 1 種別

南久我原遺跡 集落跡 冒
近世

2 取り扱いについて

現状保存が望ましいが、工事計画上やむを得ず埋蔵

文化財包蔵地の現状を変更する場合には、事前に文化

財保護法第57条の3の規定による発掘通知を提出し、

記録保存のための発堀調査を実施して下さい。なお、

発掘調査については当課と協議して下さい。

発掘調賓については、実施機関てある財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団と道路整備課、文化財保護課

の三者により、調査方法、期間、経費等の問題を中心

に協議が行われた。その結果、平成10年8月1日から

平成10年9月30日まての期間て‘‘、発掘調賓を実施する

こととなった。

発掘調査に先立って、埼玉県知事から文化財保護法

第57条の3の規定に基づく発掘通知が、財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団理事長から同法第57条第 1

項の規定に基づく発掘調査届が提出された。

発掘調査に係る通知番号は次のとおりてある。

平成10年9月1H付 教文第2-98号

（文化財保護課）
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2.発掘調査・報告書刊行の経過
発掘調査

南久我原遥跡の発掘調査は平成10年 8月1日から

平成10年 9月30日にかけて実施した。調査面積は

1, 350mてある。

8月 現地において川越土木事務所と打ち合わせを

行い、調査範囲現場事務所の位置、排土置き場など

について確認した。調査区については県道に通じる市

道を残すため、市道の東側をB区、西側をA区とした。

また、排上については、周囲に民家が隣接する状況か

ら土が風て‘飛ばないようにシートて‘‘覆うこととした。

その後、調査区の囲柵工事を行い、調査区内に残存

していた廃材等を除去し、表土の掲削にB区、 A区の

順て‘‘入った。B区からA区にかけては緩やかに傾斜し

ており、表土はB区は約30cmと浅く、 A区は40~60cm

と新河岸川に近づくはど深くなっていた。中旬になっ

て表土の掘削が終了したのに伴い、基準点測量を行い

ながら、併せて補助員を調査区に入れて遺構確認調査

を行った。調査区は予想以上に攪乱が入っており、特

にA区については遺構の大半が攪乱と重複していた。

下旬になって本格的に遺構の調査を行った。調査は

表土の掘削と同様、 B区からA区の順て進めた。

9月 9月に入る頃より天気が不順になり、曇りや

雨の日が多く、遂には台風も襲米した。遺跡内は豪雨

のためプール状態となり、水抜きに数H間を要した。

その後も遥跡内は水が完全に抜けることはなかったた

め、やや低い地点に立地するA区には排水溝を設け、

エンジンポンプによる排水作業を繰り返し行った。上

旬～中旬になると B区の調査は終了し、 A区も確認さ

れた遺構は大半が終了し、埋没谷中の流路跡と考えた

部分を中心に調査を辿めた。谷部分は台風などの影響

もあり予想以上に水位が上がっていたため、重機を使

用したトレンチ調査に切り換えを余儀なくされた。そ

の結果、埋没谷部分の中に流路跡を含めた縄文時代か

ら中世にかけての溝跡が数多く構築されていることが

判明した。しかし、土壌は水分を多量に含んて‘‘いて崩

落しやすく、平面図・断面図を作成するまて‘‘には至ら

ず、調査を終了した。下旬、図面類等のチェックをし

た後、調査区の埋め戻し・囲柵の撤去を順次進め、す

べての調査を終了した。

整理・報告書刊行

整理・報告書作成事業は平成12年4月10日から平成

12年7月31日まて実施した。4月中旬～下旬は遺物の

水洗・注記・接合・復元作業、併せて遺構図・写真類

の整理、第二次原図の作成を行った。 5月上旬～中旬、

遺物の実測図の作成・同トレース、遺構図のトレース、

拓本、遺物写真撮影等を行った。 5月下旬、遺構・遺

物等の版組、縮尺図の作成、原稿の執筆を行い、 6月

初旬に割付を完了した。その後入稿し、 7月末日に本

書の印刷を終了し、刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成10年度） (2) 整理・報告書刊行（平成12年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 中野健一

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 鈴木 進 常務理事兼管理部長 広木 卓

管理部 管理部

専門調査員兼経理課長 関野栄 管理部 副部長 関野栄

主 任 江田和美 主 席（庶務担当） 阿部正浩

主 任 幅田昭美 主 席（施設担当） 野中廣幸

主 任 菊池 久 主 任 菊池 久

庶 務 課 長 金子 隆 主 席（経理担当） 江田和芙

主 フ且 田中裕 ― 主 任 長滝芙智子

主 任 長滝美智子 主 任 福田昭美

主 任 腰塚雄二 主 任 腰塚雄 ―

調査部 調査部

調 査 部 長 谷井 彪 調 査 部 長 晶橋 夫

調査部 副部長 水村孝行 資 料 副部長 鈴木敏昭

調査 第四課長 鈴木秀雄 （資料整理担当）

統 括 調査員 昼間孝志 主 席 調査員 砥崎

調 フ旦 員 中山浩彦 統 括 調査員 昼間孝志
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II 立地と蠣境
1.歴史的環境
川越市は埼玉県の南西部に位置し、主に武蔵野台地

の北部と荒川西岸に広がる荒川低地から成っている。

とりわけ川島町と接する北端部は、越辺川、小畔川、

入間川の合流地点になっており、広大な低地を形成し

ている。

南久我原遺跡は、 川越市の中心部から南東へ約2.5

km離れた新河岸川左岸の自然堤防上に立地する。遺跡

の立地する自然堤防は標高約 8mて‘‘、東西方向に

50~200mの輻て‘新河岸川に沿って形成されている。

即 II低地の自然堤防は概ね荒川や新河岸川の流れに沿

って形成されるが、河川からやや離れた位置に形成さ

れる場合は島状になることもある。

新河岸川流域の遺跡は台地上は相当数確認されてい

るが、自然堤防に立地している場合はその存在が不透

明てあるため、実態を掴みきれていないのが現状てあ

る。特に荒川の氾濫源てある左岸の調査例は、平成7

年の南久我原遺跡第1次調査も含めても僅かに数例て‘

ある。しかし、現在の地形図にのる住宅区域の広がり

第1図埼玉県の地形

は概ね自然堤防上に形成されたものてある。今回の南

久我原遺跡の成果はこうした自然堤防が早くから形成

され、台地上と同じような生活環境が古墳時代には存

在したことを示すものとして注目される。以下、南久

我原遺跡の立地する川越市南部から上福岡市付近の立

地と歴史的な環境について、低地（自然堤防） と台地

の遺跡に分けて述べたい。

低地の遺跡て‘‘は西川原遺跡（中祉荘園関連遺跡）、伊

佐島遺跡（弥生～中世）、上内手遺跡（弥生～中世）、城

山遺跡（中世）、山形遺跡（弥生～古墳）、難波田城跡（中

世）などがあり、弥生時代から中祉にかけての遺跡が

多くみられる。現在のところ縄文時代以前の遺跡は確

認されていないが、南久我原遺跡て‘‘縄文中期から後期

の土器片が確認されたことから、今後の調査次第て‘‘は

自然堤防上ても逍構の検出が期待される。

弥生時代の遺跡は新河岸川に隣接し、複合遺跡とな

っている場合が多い。今回、南久我原遺跡の第2次調

査て‘‘初めてこの付近て‘‘古墳時代前期・後期の住居跡が

ヘー
9

]

¥

‘

口 □言コ D D 
山地 凹地 丘陵 台地 低地

20Km 
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確認されたように、弥生時代以降安定した自然堤防の

地盤が形成され、低地に面しているという地理的条件

からある程度継続して集落が営まれていたものと考え

られる。また、平安時代の集落については台地上て濯窟

認される例が少なく、数軒の住居跡て構成され、点と

して捉えられることがあったが、最近の調査によって

低地にも数多くの集落が形成されていたことが明らか

になってきた。

伊佐島遺跡は新河岸川右岸にあり、南久我原遺跡の

南約2.6kmに位置している。弥生時代後期の環濠跡、平

安時代の集落跡、中世の溝跡などが検出された。新河

岸川の対岸には上内手遺跡がある。上内手遺跡からは

古墳時代前期、平安時代の集落跡などが検出されてい

る。また、南西約5kmには村山党難波田氏の居城て‘‘あ

る難波田城跡がある。遺構の残存状態が良く、堀跡や

土塁が往時の姿を留めている。北約 1kmにある西川原

遺跡は自然堤防の先端部に位置し、古尾谷（古谷）荘

という河越荘の東方に隣接する荘園跡と考えられてい

る。古尾谷荘は初めは石清水八幡宮領て‘あったが、後

に八幡宮による荘園管理が衰退し、在地地頭の支配下

に入ったものと考えられている。付近には秩父党古尾

谷氏や藤原氏傍流の内藤氏の存在が推定されている。

一方、新河岸川右岸に広がる台地上の遺跡は、標高

は10~llmと自然堤防に比べて 2m余りの比高差が

ある。台地上は概ね平坦て、、縁辺付近は一部を除いて

低地に向かって緩やかな傾斜をし、遺跡の多くは台地

縁辺部に見られる。

旧石器時代の遺跡は川越台地を流れる新河岸川支流

の福岡江川、川越江川などの小河川の流域に形成され

ている。川崎遺跡からはナイフ形石器、上福岡貝塚、

川崎遺跡、滝遺跡、鷺森遺跡からは尖頭器が出土して

しヽる。

縄文時代の遺跡て‘‘は、川崎遺跡、上福岡貝塚、寺尾

貝塚、宅地添遺跡、ハケ遺跡、鷺森遺跡などがある。

台地内部て‘‘は北野遺跡、西遺跡、鶴ヶ岡遺跡、藤原町

遺跡などが知られている。台地内部は中期頃の遺跡の

分布が濃く、貝塚を伴う遺跡は台地縁辺部に集中する

傾向がある。宅地添遺跡からは付近て‘‘は最古となる縄

文早期の住居跡が検出されている。また、上福岡貝塚

や川崎遺跡は前期の集落として知られ、大型の住居跡

を含む大規模な集落が形成されている。上幅岡市西遺

跡、川越市藤間遺跡、大井町鶴ヶ岡遺跡は同一の中期

の遺跡て‘ヽ、環状集落を形成している。ハケ遺跡の中期

の集落は西遺跡にやや遅れて出現し、住居群に隣接し

て形成された墓域からは、大人と子供の墓域が異なる

などの特徴がみられる。

縄文後期～弥生時代にかけての遺跡は少なく、僅か

に川越市富士見台東遺跡（縄文～中世）、松山遺跡（弥

生後期～平安）が知られているにすぎないが、武蔵野

台地の低段丘面にあたる富士見市、朝霞市付近て‘‘は弥

生時代の遺跡が数多く分布している。

古墳時代になると、権現山遺跡の前方後方型周溝墓

をはじめとする周溝墓群や前期の集落が数多く形成さ

れる。権現山遺跡の前方後方型周溝墓は35m級を 2号

墓を主墓に 9基が確認されている。また、川崎遺跡の

1繹跡からは、畿内て‘‘製作された「たたき技法」の甕

が出土している。中期以降の遺跡については不透明て‘‘

あるが、後期て‘は丸橋遺跡や滝遺跡て‘‘小規模な集落跡

が検出されている。

中心的な古墳群には南久我原遺跡の約1.5km北西の

川越台地東辺に分布する小仙波古i尉詳や大塚古墳群が

ある。小仙波古墳群はこの付近て‘‘は大規模古墳群の一

って、前方後円墳を含む数十基の円墳群て‘‘構成され、

多宝塔古墳、慈眼堂古墳、 三変稲荷神社古墳などがあ

る。慈眼堂古墳は小仙波古墳群の主墳とみられる前方

後円墳て‘ヽ 、全長約70mの規模を持つ。前期古墳て‘‘ある

三変稲荷神社古墳は、昭和60年に範囲確認調査が行わ

れ、方墳て‘あることが明らかになった。遺物は罷龍鏡

と規格性をも った底部穿孔の単口縁と有段口縁の壷が

同比率て出土している。大塚古墳群は小仙波古墳群の

南西に位置し、上円下方墳の山王塚古墳やl肌立貝式古

墳の4号墳を含め、十数基の円墳て‘構成されている。

また、小仙波古墳群の南側一帯には朝霞市の一夜塚古

墳・柊塚古墳付近まて古墳の存在は確認されていない
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周辺の遺跡

1 南久我原遺跡 2 川崎貝塚

5 後原寺側遺跡 6 寺尾貝塚

9 寺尾廃寺跡 10 漆谷迫跡

13 吉田神社古墳 14 藤原町西遺跡

17 中原遺跡 18 田成遺跡

21 ハケ遺跡 22 上福岡貝塚・権現山遺跡

25 長宮遺跡 26 松山迫跳

29 上内手造跡 30 伊佐島遺跡

33 貝塚山遺跡 34 山室貝塚

37 苗間東久保遺跡 38 浄禅寺跡遺跡

41 神明後造跡 42 外記塚迫跡

45 鶴ヶ岡迫跡 46 亀居遺跡

49 江川東遺跡 50 東久保逍跡

53 東中学校西遺跡 54 東久保南遺跡

57 大井東台遺跡 58 東原造跡

61 大井戸造跡 62 小田久保逍跳

65 難波田氏館跡 66 山形遺跡

69 殿山遺跡 70 谷津造跡

73 山崎造跡 74 氷川前追跡

77 富士見東台迫跡 78 柏之城遣跡

81 別所遺跡 82 栗谷ツ遺跡

85 松ノ木遺跡 86 八ヶ上遥跡

89 新開追跡 90 藤久保東第III地点

93 生出窪遺跡 94 古井戸山遺跡

97 多宝塔古墳 98 慈眼堂古墳

101 三変稲荷神社古墳 102 小仙波 4丁目遺跡

105 氷川神社古墳 106 愛宕神社古墳

109 古谷神社古墳 110 熊野神社古墳

113 滝沼迫跡 114 大宮市C-46号逍跡

117 土届下遺跡 118 大宮市C-110号遺跡

空白地帯となっている。南久我原遺跡付近て‘‘はむしろ

川崎横穴墓群 (3基）、岸町横穴墓群 (4基）などの古

墳時代終末期の横穴幕群が新河岸川支流域に形成され

ている。

奈良•平安時代になると、熊野神社西遺跡や川崎遺

跡など集落が形成される。川崎遺跡て‘｀は土師器、須恵

器、緑釉陶器、瓦類が出土し、工房跡も検出されてい

る。ハケ遺跡や松山遺跡からは平安時代の集落が検出

され、緑釉陶器、火慰子が上師器・須恵器などととも

に出土している。また、川崎遺跡やハケ遺跡をのせる

台地の北側には新河岸川の支流が入る谷があり、その

谷を挟んだ北側の台地上に寺尾廃寺がある。寺尾廃寺

は未調査てあるため不明な点も多いが、方形基壇の一

部が残存し、武蔵国分寺創建期の単弁八葉蓮華紋軒丸

瓦なども出土していることから、武蔵国分寺の造営や

3 宅地添遺跡 4 川崎追跡

7 河岸造跡 8 西河原遺跡

11 河岸原遺跡 12 原造跡

15 藤原町追跡 16 稲荷町迫跡

19 北野遥跡 20 川崎横穴群

23 滝遥跡 24 丸橋逍跡

27 城山遺跡 28 上福岡市No.34追跡

31 翌森遺跡 32 宮廻迫跡

35 羽沢遺跡 36 宮脇遺跡

39 富士見台横穴群 40 駒林中世墳墓

43 中沢遺跡 44 西迫跡

47 江川南迫跡 48 鶴ヶ舞遺蹄

51 東久保西遥跳 52 亀久保堀跡逍跡

55 西ノ原遺跡 56 本村遺跡

59 五輪山遺跡 60 大井氏館蹄迫跡

63 西台追跡 64 大井戸上遥跡

67 多門氏館跡 68 黒貝戸遺跡

71 御庵遺跡 72 打越遥跡

75 水子貝塚 76 観音前迫跡

79 西原大塚迫跡 80 正網遺跡

83 北通遺跡 84 酎通遺跳

87 本目遺跡 88 三芳唐沢造跡

91 藤久保東迫跡 92 俣埜遥跡

95 三富開拓地割迫跳 96 川越城跡

99 第一中学校校庭逍跡 100 小仙波貝塚

103 弁天西追跡 104 弁天南遥跳

107 浅間神社古墳 108 岸町横穴群

111 蔵根古墳群 112 西大宮バイパスNo6造跡

115 琵琶鳥貝塚 116 琵琶島逍跡

南比企窯跡群の操業に影響力をもった有力氏族の氏寺

てある可能性もある。

中世になると、長宮遺跡、川崎遺跡、城山遺跡など

の集落や館跡が形成される。遺跡の多くは中世後半に

位置付けられるものてあり、後北条氏の進出に関連す

る遺構の可能性も考えられる。長宮遺跡からは溝跡、

井戸跡、方形竪穴遺構、墓堀などが検出され、現在の

長宮氷川神社を中心とした付近に居館跡が想定されて

いる。川崎遺跡からは溝跡、井戸跡、「炉」をもつ方形

竪穴遺構、ピット群などが検出されたが、小規模て‘、あ

ることから一般的な集落と考えられている。城山遺跡

は 『新編武蔵風土記稿』に陣屋跡と紹介され、後北条

氏家臣の富永善左衛門の城館と推測されている。城山

遺跡からは15世紀を中心とした井戸跡などが検出さ

れている。
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1前河岸 10寺尾河岸 19竹の内の渡し 28水神祠 37金毘羅大権現祠
2 山下河岸 11牛子河岸 20蛇木の渡し 29水神宮碑 38大杉大神祠
3 鶉河岸 12下新河岸 21湯殿の渡し 30水神宮碑 39大杉神社
4 鶴馬本河岸 13上新河岸 22下手の渡し 31水神社碑 40大杉宮碑
5蛇木河岸 14扇河岸 23花の木の渡し 32水神祠 41大杉大神祠
6伊佐島（勝瀬）河岸 15仙波河岸 24滝の渡し 33水神宮祠 42辮財天祠
7 百目木河岸 16乗越の渡し 25木の目の渡し 34水神宮祠 43辮財天社
8 福岡河岸 17山下の渡し 26川越城 35九頭龍大神祠 44仙波辮財天堂
9 古市場河岸 18木染の渡し 27水神祠 36龍神碑
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2.古市場河岸と南久我原遺跡について
新河岸川は川越市伊佐沼付近に水源を発して川越台

地（武蔵野台地）の北東縁を流れ、柳i頼川、黒目川と

合流して東京都北区赤羽の岩渕水門て墨田川と合流す

る小河川てある。かつて新河岸川は「九十九曲がり」

と称されるほど蛇行していたため、過去に何度となく

改修が行われた。昭和初期の改修以前は川越市北東部

の伊佐沼（流れ出た水は九十川となって合流）や川越

台地縁辺にある湧水を水源とし、和光市新倉付近て喩［

川と合流していた。また、荒川が外川と呼ばれたのに

対し、内川と呼ばれて江戸と川越地域を結ぶ河川の交

通路として川越街道とともに重要な役割を果たしてき

たが、後に鉄道網の整備されるにともなって衰退した。

新河岸川の名称は「河岸場」、「上新河岸」、「下新河岸」

などの呼称や地名に由来すると考えるのが妥当てあろ

うが、由来等が記述された文献は残されていない。文

献に最初に登場する「新河岸川」は18世紀中頃以降て‘‘

あり、地元ては最近まて‘‘「内川」と呼ばれていたこと

を考慮すると、「新河岸川」と「内川」の名称は併用さ

れ、後に「新河岸川」として名をとどめ、一般的には

「内川」として語り継がれるようになったものと推察

される。

第3図は現在の富士見市から川越市付近における新

河岸川の旧河道、河岸場、渡し、水神宮などを示した

ものてある。河岸場の多くは江戸時代に開設されたも

のてあるが、明治時代になって開設されたものもあり、

新河岸川流域ては30箇所余りを数えるものと推定さ

れている。「渡し」は河岸場付近や河川が蛇行して流れ

の緩やかな箇所に設けられていることが多い。いつ頃

から設けられていたかは明らかてはないが、 1日河道と

の位置関係などからも現在の流れに近い状況に改修さ

れてから設けられたものと推察される。「渡し」は伝承

によると、主に対岸にある土地て‘農作業をする際使用

されていたとされる。現在てもこの付近ては新河岸川

を挟んて‘土地を所有している人が多く見られ、「渡し」

の性格を裏付ける傍証といえる。従って河岸場と「渡

し」の関連性は薄いものと考えられる。また、新河岸

川流域には水神宮や大杉神社などの水難除けや水上の

交通安全に関する社が数多くみられる。当時の新河岸

川は水羅が豊富て‘ヽ 、水深や川輻も変化に富んて‘‘いたこ

とから、 7J護佳事故や洪水などが多く発生していたとみ

られ、河岸場付近にこれらの神社が建てられたものと

考えられる。

新河岸川の河岸場の始まりは、 1638（寛永15)年 1

月16日の大火て焼失した川越仙波東照宮再建の際に

江戸から建築資材を運ぶために寺尾村五反田においた

のが始まりといわれている（寺尾河岸）。この頃の川越

藩主松平信綱は、正保年間頃より新河岸川の整備に着

手し、寺尾河岸に続いて新河岸を設けている。その後

新河岸は上下に分割され、牛子河岸、扇河岸も加わっ

て元禄の頃には川越五河岸と呼ばれ、城下町川越の外

港として重要な役割を担うようになっていった。また、

新河岸川の東側を流れる荒川には早くから老袋、平方

河岸などの河岸場が開設されて川越藩の物流を担って

きたが、度重なる氾濫や渇水などにより次第に利用さ

れなくなり、より川越城下に近い新河岸川の河岸場が

繁栄していったものと推測される。初期の河岸場（川

越五河岸）は、いずれも川越城の南約1kmの近接した

地域に開設されているが、寺尾河岸に続く上・下新河

岸、牛子河岸、扇河岸はより城下に近い場所を選んて‘‘

開設されている。

川越五河岸は当初、川越藩関連の年貢米、 炭、荼な

どを江戸へ運ぶことを主目的にし、問屋は御用商人た

ちの手に委ねられていた。しかし、相次ぐ河岸場の開

設により、河岸場間の競争が始まり、廃業を余儀なく

される問屋も出て、寺尾河岸のように次第に衰退する

河岸場も現れるようになっていった。その後寺尾河岸

は百姓衆や新興の問屋が現れて、御用商人たちの手か

ら新しい担い手へとその性格を変え復興していった。

古市場河岸は川越五河岸て最も南にある寺尾河岸か

ら更に南へ約1kmの新河岸川左岸に位置している。新

河岸川（旧河道）の流れは和光市新倉付近て喩馴1と合

流するまて湘見ね南東方向の流れを示すが、古市場付近
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ては大きく北東方向に蛇行し、再度南東方向に向きを

変えている。この付近が古市場河岸や福岡河岸が開設

された地点て‘ある。

古市場河岸の成立については諸説あるが、有力な資

料の一つてある「沢田茂一郎家文書」によると、1685（貞

享2)年の 「炭かよい帳」、「炭送り帳」に古市場河岸の

船問屋沢田加兵衛は下名栗村の御運上灰を飯能を経由

して扇町谷街道を通り、古市場河岸から江戸へ運んだ

との記録が残されている。また、加兵衛はこれより先

だって1667（寛文7)年にも川越藩の年貢米を江戸へ

回漕したとされているが、確証はなく、現在ては貞享

年間(1684~88)頃には古市場河岸が成立していたと

みるのが有力な説のようてある。加兵衛が運搬のため

に用いた陸上のJレートは主に藩が物資の輸送のために

使用するものてあり、回漕した御運上灰はその名のと

おり領主てある川越藩や幕府に関連した荷にあたるこ

とから、古市場河岸の開設も川越五河岸と同様、川越

藩が後ろ盾となっていた可能性が考えられる。また、

当時の古市場村は江戸時代後期に編纂された『新編武

蔵風土記稿』によると戸数60、村の明細帳によると人

日349人てあったことがわかる。村の規模については

中規模て‘ヽ、水田より陸田が多く、干害や水害に弱い地

域とされている。沢田加兵衛については沢田家戸代目

て‘‘、当時古市場村の名主てもあったことから、当時の

古市場村ては最有力者て‘｀あったものとみられる。船問

屋としての加兵衛は御運上灰の他に主に飯能方面から

の御運上炭、年貢米、薪なども取り扱い、 1695（元禄

8)年には江戸に「川越屋加兵衛」を出店させている。

一方、古市場河岸の対岸は福岡河岸て‘‘、向かい合う

ような位置関係て‘‘河岸場が置かれ、両岸は古市場板橋

（養老橋）によって結ばれていた。古市場板橋は新河

岸川左岸の九か村と川越藩を結ぶ要路に架かる橋て‘‘、

架け替え、修復等に関しては隣接していた古市場村が

九ケ村を代表して世話村をしていた。幅岡村の福岡河

岸には「吉野屋」、 「福田屋」、「江戸屋」の三軒の船問屋

が開設されている。いずれも開設されるのは享保年間

(1716~36)以降て‘、あり、古市場河岸より遅れて成立

したことが明らかになっている。古市場河岸が川越藩

などの御用商人によって始められたのに対して、福岡

河岸は農民が農閑期を利用して回漕業を始めたことに

その出発点があり、両者には成立過程において大きな

相違があった。従って掘岡河岸ては取り扱う地域や産

物が農村を対象としており、主に三富新田付近の地域

から野菜や薪を江戸へ送り、江戸からは肥やしや灰な

どを仕人れていた。

以上のように古市場河岸は福岡河岸に先行して17

世紀末頃には成立して、主に川越藩の御用商人て‘ある

沢田家によって発展していったことがわかるが、実態

は不透明な部分も多い。その後、古市場河岸は18椎紀

末頃には沢田家を含む五軒の公認問屋となり、 1830年

頃には五軒の問屋は数字上は残るが、事実は一軒が廃

業し、一軒が加わっている。その加わった一軒は三次

郎（三九郎） といい、幕末まて残った唯一の問屋て‘、

後の「橋本屋」とみられる。 三次郎は沢田姓を名乗っ

ており、古市場河岸を始めた沢田加兵衛の直系て‘ある

かは明らかてはないが、縁者とみられ、屋敷地を新河

岸川沿いまて‘‘広げるなど、幕末頃には相当な資産家と

なっていたようてある。文献には1869（明治2)年頃

に「橋本姓」に改姓したとされているが、それ以前に

も1796（寛政8)年の「現金酒之通」に橋本屋三次

郎、 1834（天保5)年の「酒買請申通手形」に橋本三

次郎、 1818（文政元）年の「諸職人覚帳」に橋本醤油

店、 1825（文政8)年の「糖船賃之帳」に橋本屋三次

郎の名が見え、改姓以前にも「橋本」の名を使用し、

酒販売・醤油の醸造・肥料販売などを手がけていた可

能性が高い。また、 1862（文久2)年の「土蔵普請人

用帳」には橋茂登とあり、問屋が古市場板橋（養老橋）

の袂にあったことに由米するような記載が残されてい

る。その後、商家となった三次郎（沢田三九郎）は

1866（慶応2)年の武州打ちこわしによって、沢田家

（名主・ 11代加兵衛）らとともに居宅や倉庫などに相

当な被害を被っている。

第4図は明治20~40年頃の福岡河岸と古市場河岸

付近の町並みを聞き取り調査に基づいて再現した図て‘‘
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第4図 福岡河岸と古市場河岸の町並み図（明治20年～40年代）
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第5図 旧橋本家之図 （銅版画・ 川越市立博物館提供）

ある。この図によると福岡河岸には「吉野屋」、「江戸

屋」、「福田屋」の船問屋が、古市場河岸には「橋本屋」

という自家製の醤油醸造所をもつ問屋があったことが

わかる。古市場河岸周辺の景観は菓子屋、鍛冶屋、桶

屋、米屋、医院、質屋などの店舗が要路に沿って立ち

並んており、当時の古市場村の賑わいがわかる。第4

図中にスクリーントーンて‘‘示した南久我原遺跡第2次

調査区は「橋本屋」の一部、酒・米店、呉服店の跡地

に該当するものと考えられ、上堀内から出上した陶磁

器類の一部は武州打ちこわし後に廃棄されたものてあ

引用・参考文献

る可能性もある。また、第5図は明治20~40年頃の「橋

本屋」の様子を示す銅版画て‘‘ある。養老橋に通じる道

路を挟んて南側に醤油醸造所、北側に母屋が配置され

ている。母屋は主屋と大小複数の蔵から成り、奥には

一六間穀蔵と呼ばれる長大な蔵が配されている。船着
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第 7図 南久我原遺跡全体図
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III 遺跡の概要
南久我原遺跡は川越市大字古市場124-1番地他に所

在する。調査面積は1,350m'てある。調査区は新河岸川

に隣接した広い部分をA区、市道を挟んて東側の狭い

部分をB区とした。調査区付近の標高は約8mて‘‘、 B
 

区付近が自然堤防の最も高い部分て‘あり、新河岸川に

近いA区に向かって緩やかに傾斜している。表土の厚

さは30~70cmあり、河川に近いほど厚みは増していた。

検出された遺構は住居跡2軒、溝跡4条、土墟35

基、 ピット22基、畝状遺構1基て‘ある。住居跡は古墳

時代前期・後期に属し、近世の遺構が密集するために

残存状態は良くはなかったが、付近の遺跡て‘‘は数少な

い調資］列となった。溝跡はいずれも調査区に僅かにか

かっている程度の検出て‘あり、遺物も出土しなかった

ことから時期や性格などは不明て‘ある。土猥は一部古

墳時代に属するものが含まれるが、出土遺物から多く

は近世と考えられる。近世の土壊は前項て‘触れたよう

に江戸時代中期以降に繁栄した古市場河岸に関わる屋

敷のゴミ捨て穴とみられる。 ピットは多数確認された

が、いずれも掘り込みが浅く、配置などからも掘立柱

建物跡と認定て‘‘きなかった。

出土遺物については、縄文土器（中期・後期）、土師

器杯、高坪、器台、甕、壷（古墳時代前期・後期）、須

恵器坪、甕（平安時代）、大甕（中世）、陶磁器、瓦、焙

烙、播鉢、植木鉢、片口鉢、古銭、砥石、人形、煙管

（近世）てある。 このうち縄文時代、古墳時代前期、

平安時代の土器群については大部分が流路跡から出土

したものて‘‘、流れ込んだものと理解した。

周辺ては平成7年度に第2次調査区の南側て第1次

調査が行われている。調森対象面積は約500mて‘‘、古墳

跡1基、平安時代の掘立柱建物跡1棟、近世の竪穴状

遺構1基、溝跡3条、土堀2基が検出された。出土遺

物は縄文土器（後期）、土師器高杯、甕、小型壷、 台付

甕、須恵器甕、横瓶（古墳剛灯前期・後期）、須恵器坪

（平安時代）、大甕（中世）、陶磁器、砥石（近世）てあ

る。遺構の構成についてはやや異なるが、出土遺物に

ついては第2次調査と同様な傾向が窺われる。古墳時

代前期の遺構は検出てきなかったが、遺物の占める比

率は以外に高く、付近に該期の遺構が存在するものと

考えられる。

3
 

4
 

5
 

c
 
X=-12,970 

D
 

X= -12,980 
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0
四
3.U5
,11A

]0m 
9: 200 

忌
L
g
,11A

-15-



w 選構と出土選物
1.古墳時代の調査

概要

検出された古墳時代の遺構は、前期、後期の住居跡

が各1軒てある。2軒の住居跡はいずれも B区て検出

されたが、遺跡の中ては比較的標高の高い地点に構築

されていた。1U吾跡が検出された地点は攪乱が多く入

(1) 住居跡

第1号住居跡（第8図）

B区の西側、 D-4グリッドにおいて全体の約3分

の2が検出された。既に住居の壁面は大半が失われて

おり、殆ど床面に近い状態て‘‘あった。平面形態は正方

形に近い長方形とみられる。南北は3.2m、東西は西側

部分が市道下にあるが、 3m前後と推定される。主軸

方向はN-70"-Eてある。

住居跡の覆上はシルト質の暗褐色土て‘‘、ローム質の

ブロックや焼上粒子が混入する。床面は平坦て‘、あるが、

やや南側に傾斜している。ピットは土堀状のものも含

めて 6基検出された。P3は攪乱の影響を受け土槻状

となっているが、位置的にも柱穴に該当するものてあ

ろう。P4とP5は重複し、付近から集中して土器が

出土した。P2には古い様相をもつ土器もみられるこ

とから、この住居跡に伴わない可能性も考えられる。

p 1は南東隅に位置し、形状などからも貯蔵穴とみら

れるが、下層に重複するピットの痕跡が認められた。

カマドは東壁中央に設けられている。袖は両袖とも

残っていたが、南側の袖は一部をSKlOとの重複によ

って壊されていた。煙道の掘り込みは東壁付近て‘‘止ま

第 1表 第 1号住居跡出土遺物観察表（第 9図）

番号 器 種 ロ径 益""―品し 底径 胎 土 焼成

1 土師器坪 (13 4) (3 6) AF 普通

2 土師器甕 (15.6) 15 2 7.8 ABCF 普通

3 土師器甕 (7. 7) AEF 普通

4 土師器甕 (7  5) 6.8 F 普通

5 土師器甕 (16.3) 22.8 (11 4) ABCF 普通

6 土師器甕 (23.6) (8.4) ABCF 普通

7 土師器甕 (23.1) (5.4) ABCF 普通

8 土師器甕 (16.5) 36.3 8.0 ABCF 普通， 土師器甑 (25 5) 29.5 (11.1) ABCF 普通

色調

っており、住居跡も含めて残存状態は不良て｀あった。

また、 土堀の中には古墳時代に該当するものも一部考

えられたが、攪乱と重複している場合もあり、他項て‘‘

記述した。

る古い時期にみられるタイプてある。燃焼部は殆ど掘

り込まれたような痕跡や焼土はなく、スクリーントー

ンて` 示したように僅かに被熱部分が確認て‘‘きただけて‘‘

あった。

壁溝はカマド部分を除いて全周するものとみられる。

幅は約12cm、深さは約10cmて‘ヽ 、南側に向かって傾斜し

ている。壁溝内からは土器の細片や炭化物も少量出土

している。

出土遺物（第9図）

出土遺物は上師器坪、小形甕、甑てある。遺物はP

2 • 4 • 5付近の床面から集中して出土した。1は比

企型坪の小破片てある。内面から口縁部外面にかけて

赤彩される。2は小形の甕て、、全体に僅かな歪みがみ

られる。ヘラケズリなどの調整痕は風化のために確認

てきない。3~ 5は甕形土器て‘‘、 3は口縁部が直線気

味に立ち、横ヘラケズリされる胴部上半が張るタイプ

て‘‘ある。日縁部から胴部上半にかけては赤彩される。

5は日縁部が大きく外反し、胴部中央が張るタイプて‘‘

ある。2と同様器面の風化が進んて‘‘いる。6~ 7は甕

て‘‘、 8は底部に木葉痕が残る。9は甑て‘ある。器面は

風化が進み、調整痕は確認て‘‘きない。

残存率 出土 位臨 備 孝コ— 

赤褐色 10 No.18 赤彩

淡褐色 50 No.29 器面風化著 しい

赤褐色 30 No.20 • 21 • 22 赤彩

褐色 60 No. 2 • 14 • 17 • 25 • 26 • 27 

褐色 30 No.29 • 30 器面風化著 しい

褐色 10 No.12 

明褐色 10 No. 4 器面風化著 しい

褐色 40 No. 1 • 3 • 7 • 9 • 10 • 19 • 46 底部木葉痕

明褐色 20 No. 3 • 5 • 11 • 13 • 16 器面風化著 しい
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第 8図第 1号住居跡
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ローム粒子、焼土粒子、ロームプロック少鼠含む。

ロームプロック多羹含む。

ロームプロック少呈含む。

ロームプロック多呈、砂粒子少蜀含む。

焼土プロック多益、炭化粒子、焼土粒子、

ローム粒子少堡含む。

6 暗褐色土 焼土プロック、ローム粒子、焼土粒子、炭化粒子少盈含む。

7 黒 色 土 黄褐色プロック多鼠、炭化粒子少数含む。シルト質。

8 明黄褐色土 黄褐色プロック多鼠含む。シルト質。

9 黒褐色土 黄褐色粒子、炭化粒子、焼土粒子少最含む。シルト質。

10 黒褐色土 黄褐色プロック多畠含む。シルト質。

11 明黄褐色土 黄褐色シルト質土主体。（地山崩落土）

12 黒褐色土 黄褐色プロック、炭化粒子、焼土粒子少呈含む。
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第 9図 第 1号住居跡出土遺物
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第10図 第2号住居跡
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黄褐色粒子、炭化粒子、焼土粒子少量含む。シルト質。

黄褐色粒子、炭化粒子、焼土粒子多旦含む。シルト質。

黄褐色粒子、黄褐色プロック多量、炭化粒子少量含む。

シルト質。

゜
唱。

第2号住居跡（第10図） 第11図

B区の南東隅、

全体の約1/4が検出されたが、 SK3、21などの土壊や

攪乱がいたるところにあり、北辺の一部が検出された

だけにとどまった。炉跡は検出されなかった。遺構確

認面からの深さは10cm前後て‘ある。覆土はシルト質の

黒褐色土て、黄褐色粒子・炭化粒子・焼土粒子が混入

するが、覆土中にも攪乱に含まれる灰褐色ブロックが

混入していた。床面は概ね平坦て‘‘あるが、東寄りは僅

かに盛り上がる箇所があるなど部分的に起伏もみられ

0

0
 

A

J

っ

J

f

f

 

D-5グリッドに位置する。住居跡

また、壁溝貯蔵穴、柱穴などは検出されなかっ

出土遺物（第11図）

遺物は住居跡の残存状態が悪く、北辺の壁際より土

師器壷の破片が潰れた状態て‘出土した。 1の甕形上器

第2号住居跡出土遺物

10cm 

＇ 1 :4 

中央が張るタイプて｀ある。本来は口縁部及び胴部は刷

毛目が及んて‘‘いるものと考えられるが、全体に器面の

風化ヵ噌しく、調整の痕跡は認められなかった。

はやや大振りて＼ 口縁部は「くの字」にひらき、胴部

第 2表 第2号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号

1 

器種

土師器甕 口(21. 4) I (19. 6) 底径 胎

F
 

土 焼成

普通

色調

褐色

残存率 1 出 土 位置

10 I No. 1 • 2 

備 考

器面風化著しい
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2. 
概要

中・近世の調査
壊に混入している場合が多かった。また、 A区の西側

検出された中・近世の遺構は溝跡4条、土横35基、

ピット22基、畝状遺構l基て‘ある。遺構の中心は近世

て‘‘、遺物は主に近世後期の陶磁器類が出上した。中世

の遺構については明瞭なものがなく、遺物も近世の土

には中・近世以前の流路跡とみられる遺構を埋没谷中

から確認て‘‘きたが、水位が高い為、

り換えた。なお、

トレンチ調査に切

トレンチから出土した遺物について

はその他の遺物の項目中て‘‘取り扱った。
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(1) 溝跡（第12図）

溝跡はA区から 2条、 B区から 2条検出された。

第1号溝跡 (SD1) 

B区D-5グリッドに位置し、西辺がSD2と重複

する。南北方向の溝て‘ヽ、検出された長さは5.7m、幅80

cm、深さ10cmてある。覆土は黒褐色土て‘ヽ、疑似ローム

風のブロックが主体て‘‘ある。遣物は出士していないが、

付近の江戸時代の土墟と覆士が似ており、同時期のも

のと考えられる。

第2号溝跡 (SD2) 

B区D-5グリッドに位置する南北溝て‘ヽ、東辺が平

行する SDlと重複する。検出された長さは6.lm、幅

30cm、深さ 5cmてある。覆土は暗褐色土て、疑似ロー

ム粒子が混入する。遺物は出土しなかったが、 SDl

(2) 土墟（第13• 14図）

上猥はA区から 1蒻〖、 B 区から 2遠翡兌出された。調

査区には攪乱が多く入っており、不確定な要素もある

が、立地上高台に位置するB区に集中する傾向がある。

覆土は暗褐色土または黒褐色土のものが多く、埋没過

程には一括投棄される場合と流れ込まれた場合がみら

れた。形態は円形、楕円形、方形、長方形などと規模

とともに多種多様て‘‘ある。出土遺物には肥前産染付碗、

同皿、同筒形碗瀬戸産染付碗灰釉灯明皿、片口鉢、

播鉢、焙烙、大甕、石臼、煙管、土人形、砥石、古銭

などてある。遺物は殆どの土堀から少なからず小破片

を伴っていたが、本稿て‘‘は実測可能な遺物を伴う土墟

に限定して記載した。なお、調査時において井戸跡が

2基検出されたが、再度検討を行った結果、井戸とし

ては不十分て‘、あることから土堀として取り扱うことと

なった。

第7号土壊 (SK7 第13• 15図）

B区D-5グリッドに位置し、同規模のSK6と重

複する。平面形態は楕円形て‘ある。覆士はシルト質の

とほば同時期と考えられる。

第3号溝跡 (SD3) 

A区A-2 • 3グリッドに位置する東西溝て‘‘ある。

東側は調査区外、西側は埋没谷中に入るため、大半は

確認て‘きなかった。検出された長さは2.lm、幅90cm、

深さ50cmてある。覆土は黒褐色土て‘‘、 SDlに類似す

る。遺物は出土していない。

第4号溝跡 (SD4) 

A区A-2グリッドに位置する南北溝て‘‘、北側は調

査区外、南側は埋没谷中に入るため、確認て‘‘きていな

い部分が多い。溝跡は西側が深く、東側が浅いことか

ら2条の可能性も考えられる。検出された長さは6.2

m、輻50cm、深さ20cmて‘ある。遺物は出土していない。

疇色土て‘ヽ、焼土粒子や炭化粒子が混入する。遺物は

すべて覆土中より出土した。 1は瀬戸美濃産の染付端

反碗。 2は産地不明染付筒型碗て‘ヽ、腰の部分に厚味が

ある。 3は瀬戸美濃産染付端反碗て‘、外面は放射状文、

茶溜まりの記号は判読不明て‘ある。 4は肥前産染付広

東碗て`、 外面は剣先文が濃淡て‘交互に描かれている。

5は乎瓦または軒桟瓦を転用した砥石て‘ヽ、全面に使用

痕がみられる。 19世紀前半。

第9号土壊 (SK9 第13• 15図）

B区D-5グリッドに位置し、 SK8と重複する。

平面形態は楕円形て‘ある。覆土はシルト質の黒色土て‘‘、

疑似ロームブロックが混入する。 6は揺鉢の口縁部破

片て‘‘、信楽産とみられる。 7は5と同じく平瓦を転用

した砥氏石てある。8は石臼の破片て‘ヽ 、外側の摩滅力淳f

しく、何らかに再利用された可能性もある。 18祉紀末

頃から19世紀前半。

第12号土堀（SK12 第13• 15図）

B 区D~4 グリッドに位置し、 S Kl3と重複する。
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第13図第 1号～第19号土壊
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第14図第20号～第35号土城
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SK 1 
1 黒 色 土 黄褐色粒子多旦、炭化粒子、焼土粒子少昴含む。シルト質。
2 明黄褐色土 黄褐色土多品含む。シルト質。
SK2 
1 黒 色 土 黄褐色粒子多昼、炭化粒子、焼土粒子少塁含む。シルト質。
2 明黄褐色土 黄褐色土多醤含む。シル ト質。
SK4 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多忌、炭化粒子少臣含む。シルト質。
SK 5 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多臣、炭化粒子少屈含む。 シルト質。
SK6 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多品、炭化粒子少塁含む。シル ト質。
SK7 
1 黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子、焼土プロック多霰含む。シルト質。
2 黒色土炭化粒子多忌含む。シルト質。
SK 9 
l 黒 色 土 黄褐色プロック、炭化粒子少磁含む。シル ト質。

2 黄灰色土 黄灰色プロック多岱含む。シルト質。
SK IO 
1 黒褐色土 黄褐色プロック少醤含む。シルト質。
2 明黄褐色土 黄褐色土多蜀含む。シルト質。（地山崩落土）
SK 11 
1 黒褐色土 黄褐色プロック、炭化粒子少量含む。シルト質。
SK 12 
1 黒色土炭化粒子、焼土粒子少忌含む。シルト質。
SK 13 
1 黒褐色土 黄褐色粒子、炭化粒子少屈含む。シルト質。
SK 14 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多数、炭化粒子、焼土粒子少罷含む。

シルト質。

第 3表土塙一覧表

番号 位 置 主軸方向 長径(m) 短径（m) 深さ (m)

1 D-5 N-89° -W 0.80 (0.51) 0.11 

2 D-5 N-83" -E 0.92 0.81 0.18 

3 D-5 N-84° -E (0 98) 0.58 0.08 

4 D-5 N-72° -E 0 61 0.55 0.44 

5 D-5 N-82° -E 0 72 0.59 0.06 

6 D-5 N-62° -W 0.62 (0.54) 0 20 

7 D-5 N-9° -E 0.75 0 63 0.32 

8 D-5 N-4° -E 0.53 (0.45) 0.19 ， D-5 N-75° -E 1. 72 1.49 0 51 
10 D-4 • 5 N-85° -W 0.49 0.40 0.12 

1 1 D-5 N-13° -W 2.16 (1.02) 0.21 

12 D-4 N-9° -W 1.20 1.03 0 19 

13 D-4 N-23" -E 0.55 (0.45) 0.09 

14 D-4・5 N-1° -E (0.96) 0.85 0.15 

15 D-4 N-38° -W 0.82 0 71 0.26 

16 D-5 N-27° -W 1. 29 1.25 0.57 

17 D-5 N-5° -E 0 65 (0 26) 0.21 

平面形態は楕円形てある。覆土はSK7に類似した黒

褐色土て‘ヽ、疑似ローム粒子が混入する。 9は灰釉皿て‘‘、

口縁部に煤がかかることから、灯明皿として使用され

たものと見られる。 10は瀬戸美濃産鉢又は半胴甕の破

片てある。釉薬は浸けかけて‘ヽ、内面から体部外面にか

けてかかる。 18世紀末頃から19世紀前半。

SK 16 
1 黒褐色士 黄褐色プロック多臣、炭化粒子少負含む。シルト質。
2 黒色土炭化粒子多忌含む。シル ト質。
3 黄褐色土掘形。
SK 17 
1 黒 色土炭化粒子、焼土粒子多数含む。シルト質。
2 褐灰色土 炭化粒子少伍含む。シルト質。
SK 18 
1 黒 色 土 炭化粒子多忌、焼土粒子少塁含む。シルト質。
SK 19 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多臣、炭化粒子少費含む。シルト質。
2 黒色 土 黄褐色プロック多歪含む。シルト質。
SK 20 
1 灰 色 土 黄褐色プロック、焼土粒子多忌、炭化粒子少蓋含む。

シルト質。

2 灰色土炭化粒子少屈含む。砂質。
3 黄褐色土掘形。
SK 21 
1 黒 色 土 黄褐色プロック多数、炭化粒子、焼土粒子少塁含む。

シルト質。

SK 23 
1 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子少旦含む。シルト質。
SK 28 
1 黒 色 土 黄褐色プロック、炭化粒子少忌含む。シルト質。
SK 29 
1 黒褐色土 炭化粒子少昼含む。シルト質。
2 灰色土炭化粒子少忌含む。シルト質。
SK 30 
1 黒 色 土 黄褐色プロック、炭化粒子少忌含む。シル ト質。
SK 31 
1 暗褐色士 焼土粒子、炭化粒子少臣含む。シルト質。
SK 32 
1 黒褐色土 炭化粒子多数、焼土粒子少呈含む。シルト質。

18 D-5 N-27° -W 0.71 (0.38) 0.15 

19 D-5 N-72" -E 0.41 (0.38) 0.25 

20 D-3 N-73° -E 1 03 0.88 0.47 

21 D-5 N-20° -W 1.01 (0. 77) 0.13 

22 D-4 N-83° -E 2.56 (0. 75) 1.04 

23 D-3 N-lT -W 0.53 0.51 0.18 

24 D-4 N-74° -E (0 93) 0 86 0.23 

25 D-4 N-90° -E 0.44 (0.31) 0.63 

26 D-3•4 N-72° -E 2.84 (1.37) 0 48 

27 C-3・4 N-76° -E 1 12 (0.58) 0 43 

28 C-3 N-12° -W 0 51 0.41 0.19 

29 C-3 N-61" -E 0.68 0.61 0.58 

30 C-3 N-3° -W 0 41 0 34 0.11 

31 B-3 N-56° -W 0 80 0 59 0.09 

32 B-3 N-62° -E 1.36 (0.89) 0.12 

33 A-3 N-55° -E 0.41 (0.33) 0.14 

34 A-2 N-72'-E 0.74 (0.54) 0.18 

35 D-4 N-ff -W (0.89) (0.81) 0.09 

第16号土壊（SK16 第13• 15図）

B区D-5グリッドに位置し、 SK18と重複する。

当初は形態などから井戸跡と考えたが、底面まてが浅

かったため、土猥と判断した。底面は平坦て‘ヽ、底板状

の脆弱な木製品が出土した。平面形態はほぱ円形てあ

る。覆土はSK7に類似している。 11は蓋て‘ヽ 、外面の
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第15図 土塙出土遺物
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第16図 第26号土城出土遺物(I)
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第17図第26号土壊出土遺物（2)
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第18図第29号土塙出土遺物

□ 

二．／~

ロックが混入する。遺物は覆土中より出土した。15は

筒形碗、 16は肥前産筒形碗て‘ある。17は素焼きの火消

し壷て‘、ある。18世紀後半。

第26号土壊 (SK26 第14・16・17図）

A区D-3• 4グリッドに位置し、東側の約半分は

調査区外となる。平面形態は長方形に近く、底面は平

坦てある。覆土は暗褐色土て‘‘、灰色ブロックなどが混

入し、 多量の遺物が腐食した木片とともに覆土中より

出土した。遺物の年代は18世紀末頃から19世紀前半頃

のものが多く、少贔て‘‘はあるが18世紀前半の遺物が混

み釉薬がかかる。12は平瓦を転用した砥石て‘‘、全面に

使用痕が認められる。13は寛永通宝て‘‘、かなり風化が

進み、僅かに「寛永」文字が読めるだけてある。18世

紀末頃から19世紀前半。

第20号土壊（SK20 第14• 15図）

A区D-3グリッドに位置する。平面形態は楕円形

て‘‘、底面は平坦て‘‘ある。覆土は灰色土て＼疑似ローム

ブロックが混入する。14は土人形の頭部周辺を欠くも

のてある。両脇に合わせ口があり、前後異なる型に入

れたものを合わせている。

第22号土壊（SK22 第14• 15図）

B区西よりのD-4グリッドに位置し、約半分は調

査区外となる。部分的に攪乱を受けているが、平面形

態は長方形に近い。覆土は暗褐色土て＼疑似ロームプ

10cm 

じる。1は瀬戸産、2は肥前産染付碗て‘‘ある。2は体

部に軍配文が描かれ、底部がやや淳＜、染付の色合い

も濃い。3は18世紀前半の肥前産皿て‘‘、この土堀内て‘‘

はやや古い様相をもつ。4• 6は肥前産、5は瀬戸美

濃産の筒形碗てある。4は外面に青磁がかかる。7は

京信楽産の小杉文の小碗てある。8は瀬戸美濃産の灰

釉小壷てある。9は瀬戸美濃産の片口鉢、 10は索焼き

の鉢てある。11は揺り鉢の口縁部破片（堺産か）。12・

17 • 18は焙烙て‘‘、 17には針金て‘補修した孔が穿たれて

いる。13は土人形て‘‘、頭部を欠く 。貴婦人像か。14は

煙管の雁首部分てある。15• 16は寛永通宝てある。
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第 4表土塙出土遺物観察表（第15図）

番号 器 種 ロ径 益99 9 ！ 古戸J 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 染付碗 (9.0) 4.5 (4.1) 40 SK 7 No 8 瀬戸美濃産

2 染付筒形碗 (7 1) 6.5 3 8 60 SK7 

3 染付碗 8 8 4 6 3.9 100 SK7 瀬戸美濃産

4 染付碗 (11.0) 6 1 (4 6) 20 SK 7 No. l 肥前産

5 砥石 残存長7.6、幅3.9、厚さ1.2cm、重さ48.0g SK7 平（桟）瓦からの転用

6 揺鉢 (34.4) (4 2) ACF 普通 茶色 10 SK9一括

7 砥石 残存長7.5、幅44、厚さ12cm、重さ418 g SK9一括 平（桟） 瓦からの転用

8 石臼 半径150、高さ5.5cm、重さ1,730g SK9 ， 灰釉JIII. (10 4) 2 3 4.0 A 良好 乳灰色 40 S Kl2 外面煤付着瀬戸美濃産

10 灰釉鉢 12 4 砂 良好 濃荼色 30 S Kl2 瀬戸美濃産

11 芸皿 5.8 3 9 70 S Kl6 瀬戸美濃産外面のみ灰釉

12 砥石 残存長50、幅43、厚さ0.7cm、重さ15.0g S Kl6No. 5 平（桟）瓦からの転用

13 古銭 直径235、孔径07cm、重さ3.1g 

14 土人形 残存高5.4、幅4.0、厚さ32cm 

15 筒形碗 (8 8) 5.5 3 8 

16 染付筒形碗 7 0 5.4 3 7 

17 火鉢 (15 9) 17.4 ABCDF 普通

第 5表第26号土塙出土遺物観察表（第16• 17図）

番号 器 種 口径 P仕il-"• 吉ImJ 底径 胎土 焼成

1 染付碗 (9 7) 5.2 3.9 

2 染付碗 10 2 4.9 3.8 

3 染付皿 13.4 3.9 8.6 

4 染付筒形碗 7.7 5 4 4 3 

5 筒形碗 7.6 5.6 4.0 

6 染付筒形碗 (7.2) 5.2 3.7 

7 染付碗 (9 3) 5.1 3.6 

8 灰釉小壷 5 8 6.7 4.4 ， 片日鉢 (18 4) 

10 鉢？ (14.4) (13 4) 普通

11 揺鉢 (28.0) (5 3) AEF 普通

12 焙烙 (40.8) 5.2 (36.8) ABCF 普通

13 土人形 残存高34、幅23、厚さ0.8cm

14 キセル 残存長57、径15、幅11cm 

15 古銭 直径2.8、孔径07cm、重さ32 g 

16 古銭 直径2.2、孔径06cm、重さl.9 g 

17 焙烙 36.0 5 0 34.0 BDF 普通

18 焙烙 40.6 4 7 37 8 ABCF 普通

第 6表 第29号土塙出土遺物観察表（第18図）

番号 器 種 口径 p佑nm．古司 底径 胎 土 焼成

1 染付碗 10 9 5.6 4.3 

2 灰釉灯明皿 (12 0) (3.0) 

3 甕 (62.4) (14.0) ADF 普通

第29号土壊 (SK29 第14• 18図）

A区C-3グ リッドに位置する。ロクロピット状の

土壊て‘ヽ 、平面形態は円形て‘‘ある。覆上はSK7に類似

する。遺物はいずれも覆土中より出土した。 1は肥前

産染付碗て｀ある。外面は放射状文と唐草文の組合せて‘‘、

S Kl6 寛永通賓銅銭

S K20 立位人物像

30 S K22 肥前産

70 S K22 肥前産

橙褐色 40 S K22 

色調 残存率 出土位置 備 考

45 瀬戸産

65 肥前産内：見込五弁花文外：軍扇文

65 肥前産内：見込五弁花 ・草文 外： 唐草文

70 肥前産

100 瀬戸美濃産外：胴部沈線

40 肥前産内：見込五弁花文

50 京信楽産外：小杉文

90 瀬戸美濃産

30 瀬戸美濃産

褐色 20 

茶褐色 10 堺産？

灰色 20 

立位人物像

寛永通賓 鉄銭 （四文銭）

寛永通賓銅銭

褐灰色 50 補修孔あり

褐灰色 70 

色調 残存率 出 土 位置 備 考

100 肥前産

25 瀬戸美濃産

褐灰色 5 

内面の荼溜まりには記号がみえる。 2は瀬戸美濃産の

灰釉灯明皿て‘ヽ、内面及び口縁部外面に釉が及ぶ。 3は

産地不明の大甕て‘ヽ、肥甕に使用されたものとみられる。

19世紀中から19世紀後半。
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(3) ピット

ピットはA区に 5基、 B区に17基の合わせて22基検

出された。いずれも単独のピットと判断したが、典型

的な掘立柱建物跡としては配置が不規則なことや形態

や掘り込みが不十分て‘‘あるためてある。しかし、掘り

込みが浅いながらもいずれも同規模を保っており、何

らかの構造物の一部て‘‘あることは明らかてある。ピッ

卜掘形には大きく分けて円形または楕円形のものと、

方形のものがある。いずれも直径・一辺が30cm前後、

深さは20~30cmとある程度の規格性をもつが、覆土に

第19図 ピット・ピット出土遺物

やや違いがある。前者は暗褐色または黒褐色の色調て‘‘‘

黄褐色粒子や同ブロックなどを主体に混入する。後者

は黒色に近い色調て‘‘、炭化粒子や焼土粒子を主体に混

入する。 ヒ°ッ ト間ての重複はなかったが、土堀との重

複から少なくとも一部は江戸時代後期以前のものと考

えられる。遺物はP7を除いては出土しなかった。第

19医1はP7の覆土中から出士したものて‘ヽ、土師質の

盤または鉢と考えられる。高台は緩やかに 「ハ」の字

状にひらき、内面は丁寧に磨かれている。推定底径（高

台）は24cmて‘‘ある。
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p 2 
1 暗褐色土 黄褐色プロック多塁含む。シルト質。
P3 

1 黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子、黄褐色粒子少忌含む。シルト質。
P4 

1 黒色土 炭化粒子、焼上粒子少益含む。シルト質。
2 黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子多忌、黄褐色粒子少忌含む。シル ト質。
P6 

1 黒褐色土 黄褐色プロック多塁、炭化粒子、焼土粒子少塁含む。
シルト質。

P7 

1 黒褐色土 黄褐色プロック多益、炭化粒子、焼土粒子少塁含む。
シルト質。

p 9 
1 黒褐色土 黄褐色プロック多塁、炭化粒子、焼土粒子少昼含む。

シルト質。

PIO・ll 

1 黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子、黄褐色粒子少塁含む。シルト 質。
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p 13 

1 黒色土 黄褐色プロック多歪、炭化粒子少屈含む。シルト質。
p 17 

1:60 

1 黒 色 土 黄褐色粒子多益、炭化粒子、焼土粒子少呈含む。シルト質。
P 18 

1 黒褐色土 炭化粒子少昼含む。シルト質。
P 19 

1 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子少益含む。シルト質。
P 20 

1 黒褐色土 黄褐色プロック、炭化粒子少塁含む。シルト質。

□ 口1

10cm 



第7表 第7号ピット出土遺物観察表（第19図）

番号 1 器盤？種 1 日径 1（勺宅）I (竺f:)IA:D: I：霊I：: I残：率 出土位置 備 考

第 8表 ピット一覧表

番号 位 宇I旦 形態 長径（m) 短径（m) 深さ (m)

1 D-5 円形 (0 36) (0 34) 0 08 

2 D-4 円形 0 24 (0 19) 0 14 

3 D-4 方形 0.31 0.31 0 10 

4 D-4 方形 0.29 (0.24) 0.12 

5 D-5 楕円形 0 33 0.29 0.14 

6 D-5 楕円形 0 36 0.26 0 20 

7 D-5 方形 0.26 0.26 0 21 

8 D-5 円形 0.19 0.16 0.10 ， D-5 方形 0.24 0.18 0.12 

10 D-5 方形 0 20 0.19 0.14 

11 D-5 方形 0 23 0.20 0 09 

3.その他の遺構と遺物
(1) 畝状遺構

畝状遺構は B区D - 4•5 グリッドて検出された。

畝状遺構としたものは幅約30cmの溝と平坦面が交互

にあらわれた遺構て‘‘、 B区南西隅に位置している。畝

状遺構は調査の結果、北東部分が確認されたことにな

り、調査区の東側のSKllまては伸びていないことが

明らかになっているが、南側と西側は調査区外となっ

ている。畝状遺構の検出状況は畝としての高まりが遺

構確認面てあったことから、溝状に掘った部分の土の

盛り上がりは確認てきなかった。畝の高まりはおおよ

12 D-5 楕円形 (0.25) 0 20 0.17 

13 D-4 方形 0.22 0.22 0 25 

14 D-4 円形 (0.15) 0.14 0.10 

15 B-3•C-3 円形 0.31 0.27 0.17 

16 C-4 楕円形 (0.27) 0.26 0.14 

17 D-4 方形 0 23 0.21 0.15 

18 A-2 楕円形 0.49 0 37 0.16 

19 A-2 円形 0.35 0.32 0.26 

20 D-5 方形 0.27 0.24 0 18 

21 A-3 円形 0.23 0.22 0 17 

22 D-4 円形 0.22 0.21 0 20 

そ溝と合致し、その幅も規則性があるものと考えられ

るが、部分的には溝と溝が接するような状況もみられ

た。

覆土は灰褐色の色調を示し、周辺の土堀や溝跡の覆

土にみられる疑似ロームのブロックや粒子などが多く

含まれる。遺物は出土しなかったが、覆土の状況など

から江戸時代以降のものと考えられる。また、東側に

位置する SDlは畝状遺構と平行した位置関係にあり、

覆土の色調がやや巽なるが、混入されるものは類似し

ており、関連した遺構の可能性も考えられる。

第20図畝状遺構
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第21図 第 1トレンチ出土遺物
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第 9表 第 1トレ ンチ出土遺物観察表（第21図）

番号 器 種 ロ径 益”ワ官1口J 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 深鉢 苗曰欠口

2 深鉢 堀之内

3 深鉢 堀之内

4 深鉢 堀之内

5 須恵器甕 ACF 良好 黒灰色 波状紋

6 須恵器甕 ACF 良好 暗灰色 平行叩き

7 須恵器訛 ACF 良好 褐灰色 下層ヒ°ッ ト裂土 平行叩き

8 土師器器台 (7  8) 8 8 (11.2) AF 普通 橙褐色 50 外面全面刷毛目， 須恵器坪 (1.3) (6  0) ABF 良好 青灰色

10 碗 9.1 4.9 3 0 80 京焼風

11 染付碗 (11.6) 6 6 6.6 外： 剣先文

12 鉢 (17.8) (2 9) ABCDF 良好 褐色 5 

13 鉢 (4  8) (12 0) ABCF 良好 褐灰色

14 鉢 (29.0) 15 1 (23 9) ADF 普通 橙褐色 10 
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(2) トレンチ及び出土遺物

ここては調査の便宜上、遺構として捉えることがて‘‘

きなかったA区の埋没谷やトレンチ内出土遺物などに

ついて記述する。

A区て‘‘は西側部分の新河岸川寄りにも遺物の分布が

認められたが、遺構の有無については水位が遺構確認、

面付近まて上がっていたこともあり、遺構の検出が困

難て‘あった。そこて調査区に南から 4箇所のトレンチ

を設定した。

第1トレンチから第2トレンチにかけては流路跡と

思われる幅2~2.5mの溝状遺構の中から古墳時代前

期の遺物が集中して出土した。また、この溝状遺構は

遺物とともに砂粒や砂利もみられ、輻も一定していな

かったことから、当初は流路跡として考えた。しかし、

北側の第3トレンチて‘‘は検出てきなかったことや第1

トレンチの南側にもこの溝状遺構は伸びているよ うな

状況が窺われたため、方形周溝墓の可能性も浮上して

第10表 第2トレンチ出土遺物観察表（第22図）

釆m 巧ロ 器 種 口径 器揖J 底径 胎土 焼成

1 深鉢

2 深鉢

3 須恵器甕 ABF 良好

4 須恵器甕 ABCF 良好

5 須恵器甕 ACF針 良好

6 須恵器甕 ACF 良好

7 須恵器甕 ACF 良好

8 土師器器台 (7 9) 9.4 11.6 ADF 普通， 土師器器台 (3. 9) 7.9 ABCF 普通

10 土帥器器台 (6.3) (1 1. 6) ABCF 普通

11 土師器高坪 18 6 12.3 10.5 普通

12 土師器甕 (13 3) (3.3) ABCDF 普通

13 土師器甕 (17 2) (5.8) ACF 普通

14 土師器壷 (7 5) 4 8 ABF 普通

15 土師器甕 (17 8) (16 0) F 普通

16 土師器甕 (11 5) ABF 普通

17 須恵器杯 (0.8) (7 1) ACF針 良好

18 須恵器杯 (1.6) (5.0) ABF 良好

19 須恵器杯 (1.2) (6 0) AF 良好

20 須恵器長頸壷 (3 0) AF 普通

21 須恵器長頸壷 (4. 7) (13 4) ABF 普通

22 土錘 4 8 2.7 0 6 ACF 普通

23 染付碗 (12 7) 6.5 5 2 

24 染付碗 (13.4) 

25 （片日）鉢 (15.0) 

26 軒桟瓦

きた。 しかし、調査地点の水位が上がり、状態が悪く

確認はてきなかった。また、第3トレンチては平安時

代の遺物は出土したが、この付近ては古墳時代の遺物

は出土しなかった。第4トレンチては攪乱が多く、近

世の陶磁器類が多く出土し、古代の遺物などは出土し

なかった。

第 1トレンチ出土遣物（第21図）

第1トレンチからは縄文後期、古墳時代前期、平安時

代、江戸時代の土器類が出土している。1~4はいず

れも縄文後期の深鉢小破片てある。 5~7は古墳時代

後期から平安時代の須恵器甕破片て‘ある。 8は古墳時

代前期の土師器器台て‘‘、三方に透かしをもつ。 9は平

安時代の須恵器杯破片てある。南比企産。 10~14は江

戸時代後期の土器群て‘‘、 10は陶器の碗て‘、あるが、生産

地は不明て‘ある。 11は外面に小杉文を濃淡て‘‘交互に配

する肥前産碗て‘、ある。 12~14は上師質の鉢と考えられ

色調 残存率 出土位置 備 考

加曾利EIII

苗ロ公ロ

青灰色 下層 平行叩き

黒灰色 格子叩き

灰色 南比企産平行叩き

暗灰色 平行叩き

青灰色 格子叩き

褐色 80 下層 外面全面 ミガキ

褐色 60 

褐色 30 外面ミガキ

明褐色 90 下層

明褐色 10 下層

褐色 20 下層

褐色 20 下層 外面刷毛目

暗褐色 10 下層 外面・ 内面口縁部刷毛目

暗褐色 40 外面刷毛目

灰色 南比企産

灰色

青灰色

暗灰色 20 

灰色 5 

褐色 90 

70 肥前産 外：草花文底部に記号

肥前産 外：草花文

30 瀬戸美濃産
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第22図 第 2トレンチ出土遺物
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第23図表面採集遺物
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第11表表面採集遺物観察表（第23図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 深鉢 勝坂

2 深鉢 勝坂

3 深鉢 苗ロ父ロ

4 染付碗 9.1 5.3 3.5 60 肥前産

5 染付皿 (17 2) 3.5 (8.2) 20 肥前産内：扉と草文外：唐草文

6 皿 (10.2) 2 3 4.4 A 良好 赤茶色 40 瀬戸美濃産

7 灰釉灯明Jill (10 0) 2.5 (3. 6) AF  良好 乳白色 20 

8 植木鉢 10 7 A砂 良好 淡赤褐色， 揺鉢 (4.2) (16 1) ACF 普通 赤茶色 20 

10 播鉢 (36 4) (7.0) ACF 普通 褐灰色 5 

11 軒桟瓦

12 須恵器坪 (1.8) (5  0) AF  良好 橙褐色 酸化焔焼成
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る。 13は体部下端に叩きのような痕跡が認められる。

第 2トレンチ出土遺物（第22図）

第2トレンチからは第1トレンチと同様の時期に該

当する遺物が出土している。遺物の多くは風化してい

るものが多く、調整痕がやや不明瞭て｀ある。1• 2は

縄文式土器の破片て□1は中期加曽利EIII、2は後期
曽谷式て‘ある。3~7は古墳時代から平安時代にかけ

ての須恵器甕破片てある。 3• 5 • 6は平行叩き、 4. 

7は格子叩きてある。 8~10は土師器器台て‘ある。い

ずれも三方に透かしをもつものと考えられ、坪部は横

方向に、脚部は放射状にヘラミガキがされている。部

分的に器面に赤彩されたような痕跡がみとめられる。

11は士師器高坪て‘‘、坪部、脚部とも放射状にヘラミガ

キされている。12は「S字日縁」をもつ土師器台付き

甕の破片て‘‘、胴部上半は刷毛目て調整される。13・15・

16は土師器甕の破片てある。いずれも口縁部が短く、

胴部に最大径をもつものて‘‘ある。 13の刷毛目調整はや

や粗い。 14は底部穿孔の壷形土器の胴部下半部分て‘‘あ

る。底部の穿孔は焼成前に穿たれたものて‘ある。

17~19は須恵器坪の底部破片て‘ある。底部調整は17が

第12表新旧対照表

新番 旧番 新番 旧番

S J 1 ← P6 ← 

S J 2 ← p 7 ← 

p 8 ← 

SD 1 ← pg ← 

SD2 P10 Pll 

SD3 Pll PlO 

SD4 ← Pl2 ← 

P13 ← 

SR 1 ← P14 ← 

P15 ← 

SXl ← P16 S Kl6 

Pl7 S K20 

p 1 ← PlS S K35 

P2 ← Pl9 S K34 

P3 P4 P20 SJ2・Pl 

P4 P3 P21 ← 

P5 ← P22 ← 

全面回転ヘラケズリ、 18・19が回転糸切りてある。20・

21は長頸瓶または長頸壷の底部付近の破片てある。22

は士師器土錘て‘ヽ 、基部を欠く 。23• 24は肥前産染付碗

て草文をあしらったものてある。25はi頼戸美濃産の（片

口）鉢て‘‘ある。内面から外面にかけては浸けかけの釉

がみられる。26は軒桟瓦の瓦当て‘‘、中心飾りをもつ均

正唐草文て` ある。

表面採集遺物（第23図）

ここてはA・B区て表採された遺物について記述す

る。

1 • 2は縄文中期勝坂式土器、 3は同後期曽谷式土

器の破片て‘‘ある。4• 5は肥前産の碗と皿て‘ある。6

は皿、 7は灰釉灯明皿てあるが、 6も結果として口縁

部における煤などから灯明皿として使用されたものと

みられる。 8は土師質の植木鉢の破片てある。9• 10 

は揺鉢の破片て‘‘ある。産地は不明。11は軒桟瓦て‘‘、軒

丸部は索文の周縁、内区は中心部が三つ巴文の周囲に

珠文が8個配される。軒平部は均正唐草文て‘、ある。 12

は須恵器坪の底部破片て‘ヽ、底部は回転糸切り調整され

る。

新番 旧番 新番 旧番

SKl ← S Kl8 ← 

s k 2 ← S K19 ← 

SK3 ← S K20 SE2 

SK4 ← S K21 ← 

SK5 ← S K22 ← 

SK6 ← S K23 ← 

SK7 ← S K24 ← 

s k 8 ← S K25 ← 

SK9 ← S K26 ← 

s klO ← S K27 ← 

SKll ← S K28 ← 

S Kl2 ← S K29 ← 

S Kl3 ← S K30 ← 

S K14 ← S K31 ← 

S Kl5 ← S K32 ← 

S K16 SE 1 S K33 ← 

S K17 ← S K34 S K36 

S K35 ← 
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V まとめ
南久我原遺跡第2次調査からは、古墳時代の集落跡

や江戸時代後期の河岸場に関わる遺構などが検出され

た。既に南久我原遺跡第1次調森の成果もあり、ある

程度遺構の存在は予想て‘‘きたところてあるが、今回、

古墳時代前期・後期の集落跡力浮斤河岸川左岸の自然堤

防上て‘検出されたことや江戸時代後期の古市場河岸に

関連する遺構が発見されたことは、今後荒川低地の遺

跡を考える上て大きな成果といえる。ここては南久我

原遺跡における古墳時代と古市場河岸についてまとめ

ておきたい。

南久我原遺跡第2次調査て‘‘は、 B区から古墳時代前

期・後期あわせて 2軒の1:EJ因跡が検出された。 B区は

A区に比べて高台にあり、 A区ては住居跡は検出され

なかったことから、 B区が位置する高台を中心に集落

が形成されているものと考えられる。後期のSJ 1の

遺物には土師器杯、甕、甑などが出土している。杯は

いわゆる「且通ミ型坪」て、内面及び口縁部外面は赤彩

される。 SJ2からは上師器甕の破片が1点出土した

が、 S J 1と同様風化力噌：しかった。当初はこの2軒

の1主居跡は同一の方位を示していたことやSJ2の土

器の風化が進んて‘‘いたこともあり、 SJ2も東側にカ

マドをもつ後期の住居跡と考えていた。しかし、甕の

形態が異なることや付近て‘‘も古い様相の土器小破片が

出土 したことから、前期の住居て｀あると判断した。

また、埋没谷の中の流路跡とみられる遺構からは（ト

レンチ調査てあったが）古墳時代前期の高坪、器台、

「S字」台付甕、甕、底部穿孔の壷などが出土してい

る。これらの遺物は上流から流されてこの地点に残っ

ていたことも考えられるが、むしろ器台や底部穿孔の

土器が出土している点を重視すると、流路跡と考えた

遺構は方形周溝墓の溝跡の一部てあった可能性もある。

方形周溝墓が河川に隣接して築造されると、河川の氾

濫によってその一部が削られたり、崩落したりするこ

とは予想されるところてある。さらに現在の新河岸川

は流路を度々変えていたことなどを考慮すると、この

付近まて‘‘対岸の権現山遺跡から続く方形周溝墓群が新

河岸川の対岸にも形成されていたとしても不自然ては

ない。

一方、平成7年に行われた南久我原遺跡第1次調森

ては、古墳跡、掘立柱建物跡などが検出されている。

古墳跡は周溝の約1/3が検出され、土師器高坪、器台、

台付甕、甕、小形壷、婉、横瓶などの前期から後期ま

て［の遺物が出土している。前期の土器群については古

墳の周溝掘削時に流れ込んだものと理解し、周溝の規

模から後期の古墳跡と考えられている。南久我原遺跡

第1次調査と第2次調査の調査区は第6図に示したよ

うに至近距離に位置し、 ともに古墳時代から江戸時代

の遺物が出土するなど遺跡の内容において類似してい

る点が多く、基本的には連続する一つの遺跡として捉

えた方が妥当てあろう。

問題は古墳時代の遺構についての評価て‘‘ある。集落

の存在は明らかになったが、墓域については現状ては

不透明といえる。これには第1次調査や第2次調査に

しても狭い範囲の調査てあったことから、遺跡や遺構

の全体像を捉えにくい面をもっているが、古墳時代前

期の土器群が溝状遺構から出土することが大きな要因

となっている。本ヰ裔て‘‘は方形周溝墓の可能性をあげて

おいたが、前期・後期の集落の存在も明らかになり、

今後の調査て‘‘は集落と墓域の双方から検討を加えてい

く必要があるだろう。

次に江戸時代後期の遺構・遺物から古市場河岸との

関連性について述べてみたい。

今回の調査地点は第4図の町並み図から判断すると、

凡そ「橋本屋」、「酒・米店」、「呉服屋」の部分を調査し

たことになる。この図は明治20~40年頃の町並みてあ

るのて‘‘、江戸時代後期の町並みと必ずしも一致するも

のてはないが、重要な参考資料といえる。福岡河岸と

古市場河岸て‘‘は、（周辺の抜粋て‘あるのて‘‘、この景観を

鵜呑みにはてきないが）町並みの構成が異なっている。

福岡河岸は「吉野屋」、「福田屋」、「江戸屋」の問屋と一

-37--



部商店て構成されているのに対して、古市場河岸は「橋

本屋」の背後に様々な商店が立ち並ぶという構成にな

っている。これが描かれた背景には抜粋とはいえ、福

岡河岸に先がけて河岸が開設された事実とともに養老

橋（古市場板橋）の管理・修復に関わってきた古市場

村の繁栄があるものとみられる。

今回の調査て‘‘は、主に江戸時代後期にあたる18世紀

後半から19世紀前半の遺構・遺物が検出された。遺構

の多くは土堀て‘‘、建物などの痕跡は見当たらなかった。

上壊は大きく分けて、別の用途て使用されていたもの

を転用した土墟と、当初からゴミ捨て場として掘られ

た土塘の二種類がある。前者にはSK16のように厠が

廃棄された後にコ｀ミ穴として使用した場合、後者には

SK26のように、前後する時期の遺物を多く含む場合

がある。土壊がつくられる位置は、 A区の東側からB

区に集中する傾向がある。町並み図て‘‘は「呉服屋」と

「酒 ・米店」があった地点になるが、上渡の配置はこ

れらの店舗とは位置関係も不自然て‘あることから、店

舗が開設される以前の遺構とみて間違いないてあろう。

また、 A区の埋没谷付近ては土墟を確認することが

てきなかったが、調査区の南端に僅かながら硬化面が

みられた。この部分は町並み図て｀は「酒・米店」の道

路寄りにあたるが、硬化面は土間として考えると、通

りに面していることから何らかの建物（店舗）が「洒・

米店」開設以前に存在したことになる。

今回検出された遺構・遺物の時期は沢田加兵衛によ

って始められた古市場河岸がその後五軒の問屋へと発

展した頃にあたり、対岸の福岡河岸ても河岸が開設し、

問屋の操業が既に始まっていた時期になる。出上遺物

は日常雑器て‘ある陶磁器類が殆どて‘、一部には素焼き

参考文献

の植木鉢、人形、煙管なども含まれるものの、特に優

品などは見あたらなかった。陶磁器類は碗や皿、鉢類

が中心て、生産地は肥前産、i頼戸美濃産に概ね二分さ

れる。量的には圧倒的に肥前産が多く、瀬戸美濃産が

入ってくるのは18世紀末から19世紀初めになってか

らてある。i宛類の特徴としては口径が10cm前後のやや

小振りの碗や筒形碗が意外に多く、 12~13cmの一般的

な碗は破片も含めて殆ど出土しなかった。また、少贔

てはあるがSK26-3、第2トレンチー23・24、表採一

5などのように18世紀前半に位置付けられるような

碗皿類も18後半から19世紀前半の遺物に混じって出

土している。陶磁器類は破損しない限り使用されるこ

ともあり、家財道具の一つとして伝世し、使用された

ものとみられる。

古市場河岸については17世紀末の貞享年間に開設

されると考えられているが、確かな根拠はなく、むし

ろ河岸場として成立していくのは18世紀後半の江戸

後期とする見方も根強く残っている。今回の調査の成

果は少なくとも18世紀末頃にはこの付近に商家また

は問尾といえるような建物（店舗）が存在したことを

裏づけるものてあるが、出土した遺物からは問屋など

の富を反映したものとは言い難い面もある。調査によ

って検出された遺構・遺物が町並み図に描かれた「橋

本屋」に関連するものてはないのは明らかてある。そ

れは幕末に栄華を極めた「（沢田）三次郎」に関連する

ものてあるのか、あるいは古市場河岸の始まりとなっ

た「沢田加兵衛」に関連するものてあるのか、さらな

る第三者て‘あるかを現状て‘判断するのは難しく、今後

の調査等をふまえて課題としたい。

小野美代子 (1998) 『南久我原遺跡』 財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

笹森健一他 (2000) 『上福岡市史ー通史編上巻ー』 上福岡市
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